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最新判決情報                                                              

2024 年  

〔9 月裁判所 HP 公開分〕  

 

●遠隔シャンパン事件  

知財高裁  令和 6 年 9 月 11 日  

令和 6（行ケ）10030 審決取消請求事件  

当事者  原告：エンカクジャパン㈱ 

被告：特許庁長官  

判決要旨：  

本願商標を「遠隔」と「シャンパン」を組み合わせた造語

であるとしたうえで、これに我が国の商標法上の保護を

与えるときは、著名な「シャンパン」の表示が備えた多大

な顧客吸引力へのただ乗り（フリーライド）及び同表示

の希釈化（ダイリューション）を生じさせることを許容する

結果となるおそれがあるのであって、国を挙げて「シャン

パン」の表示の保護に努めているフランス国民の感情を

害し、我が国とフランスの友好関係にも影響を及ぼしか

ねないものであるから、国際信義に反するものといわざ

るを得ない、として公序良俗に反するとされた。 

 

コメント：  

「シャンパン」についてはこのような判断がなされる。  

対象  

商標  

本願商標  

「遠隔シャンパン」（標準文字）  

 

第 9 類「ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ地方産の発泡性

のﾜｲﾝを注文するためのｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿ

ﾌﾄｳｪｱ用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ（電気通信回

線を通じてﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ により販売さ

れるもの）」ほか 

結論  公序良俗違反（商標法 4 条 1 項 7

号）  

 

 

●エンジェル図形事件  

知財高裁  令和 6 年 8 月 8 日  

令和 5（行ケ）10128~10130 審決取消請求事件  

当事者  原告：ｻｸﾗｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ㈱ 

被告：Y 

判決要旨：  

米国のスケートボーダーである被告は、エンジェル（本件商

標 A,B の図形）等の創作をおこなった一方、原告は本件商

標 A~C を出願した時点において、ライセンス契約終了後は

エンジェルや被告の名称を使用できなくなることを十分了知

しながら、これら商標の登録後、商標権に基づき被告が日

本国内で展開するエンジェルや「Mark Gonzales」の名称を

用いた商品の販売等の差止めを求めるなどして、原告等以

外の者がこれらの商品を販売することを妨害、阻止する不

正の目的、意図を有していた、として本件商標 A~C は「公

の秩序又は善良の風俗を害するおそれがある商標」に該

当すると判断された。 

 

コメント：  

本件と同じ当事者に係る別の事件では、「      」 や

「             」といった商標につき、被告は原告が

商標登録出願をすることを少なくとも黙認していたと推認で

きるし、登録出願に承諾を与えている、などとして公序良俗

違反とはされなかった（令和 5(行ケ)10135~10138）。 

対象  

商標  

本件商標  

A. 

 

 

 

B. 

 

 

C. 

 

 

第 18･25 類  

結論  公序良俗違反（商標法 4 条 1 項

7 号）  
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●MICHAEL JURDAIN 事件  

大阪地裁  令和 6 年 8 月 22 日  

令和 4（ワ）7393 商標権侵害差止等請求事件（本訴）、令和 5（ワ）455 損害賠償請求事件（反訴）  

当事者  本訴原告件反訴被告  

：㈱ディンクス、㈱海援隊  

本訴被告件反訴原告  

：㈱マル周、㈲王様舶来館  

判決要旨：  

被告らが、本件商標権の使用権者から購入した製品の

販売分については商標権を侵害するものではないが、新

たに使用権者となった原告（ディンクス）の許諾を受けず

に販売した分については本件商標権を侵害すると判断さ

れ、その範囲で差止等及び損害賠償請求が認められた。 

 

 

コメント：  

反訴として被告らが信用棄損行為の差止（不競法 3 条 1

項）等を求めていたほか（全部棄却）、本件は争点の多い

事件である。 

対象  

商標  

本件商標  

 

 

第 9 類「眼鏡」、第 14 類「時計」  

 

 

被告標章 1~3 

1. 
 

2. 

 

3. 

 

結論  侵害・一部認容（商標法 36 条 1

項等）  

 

 

●十字図形事件  

知財高裁  令和 6 年 8 月 28 日  

令和 6（ネ）10027 商標権侵害差止等請求事件  

当事者  控訴人：ｳﾞｪﾝｶﾞｰ ｴｽ ｱｰ 

被控訴人：TRAVELPLUS 

 INTERNATIONAL㈱ 

判決要旨：  

両者の中央の十字を取り囲む部分につき、原告商標は

シンプルな印象を与えるのに対し被告標章は重厚で複

雑な印象を与える、また色彩については、全体として明

らかに異なる、さらに幅広の十字図形については、スイ

ス国旗や赤十字旗等にも使用される著名な図柄であ

り、その意味ではありふれた図柄である、などといった点

を理由に、両者の外観は類似しないとする原審の判断

が維持された。 

 

 

コメント：  

本コンテンツ 2024 年 3 月掲載分の令和 4(ワ)70028 の

控訴審判決である。 

対象  

商標  

原告商標  

 

 

 

 

 

被告標章  

1.          2. 

 

 

 

 

結論  非侵害（商標法 37 条 1 号等）  

 

 


